
卒卒業業・・学学位位授授与与のの方方針針とと当当該該科科目目のの関関連連

◎：特に関連するもの、○関連するものを示す。

科科目目ナナンンババリリンンググ

北里大学では開講されているすべての授業科目に、以下のとおり意味づけされた番号を付

与しています。各科目が教育課程の中で、どのように分類されているのか、学修の段階や順

序、科目間の関連などを表し、学生の手助けとなるように提示しています。

１ 科目ナンバリングコード体系

① ② ③ ④ ⑤

北里大学共通コード － 各学部／一般教育部のコード

学部・学科・

専攻の略号

英 ～ 文字

水準

数字 文字

授業形態

数字 ～ 文字

学問分野

英 文字

科目分類

数字 文字

①学部・学科・専攻略号コード

授業科目を開講する学部･学科･専攻の略号 英文字 ～ 文字で表しています。

学部・学科・専攻 コード 学部・学科・専攻 コード

薬学部

薬学科

生命創薬化学科

獣医学部

獣医学科

動物資源科学科

生物環境科学科

医学部

海洋生命科学部

看護学部

理学部

物理学科

化学科

生物科学科

Ｐ

ＰＰ

ＰＬ

Ｖ

ＶＶ

ＶＺ

ＶＥ

Ｍ

ＭＢ

Ｎ

Ｓ

ＳＰ

ＳＣ

ＳＢ

医療衛生学部

保健衛生学科

医療検査学科

医療工学科

臨床工学専攻

診療放射線技師化学専攻

リハビリテーション学科

理学療法学専攻

作業療法学専攻

言語聴覚療法学専攻

視覚機能療法学専攻

未来工学部

データサイエンス学科

健康科学部

看護学科

医療検査学科

一般教育部

Ａ

ＨＳ

ＭＬ

ＥＴ

ＣＥ

ＲＴ

ＲＥ

ＰＴ

ＯＴ

ＳＴ

ＯＶ

ＦＲ

ＦＵ

Ｈ

ＷＮ

ＷＬ

Ｌ

②水準コード

開講科目は、大学学則に定める１～４群科目の分類などのレベルを数字 文字で表して

います。

幅広い視野と豊かな人間性を形成する学士課程レベルの科目です。【 群科目】

専門の基礎的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目です。【 群科目】

高度の専門的な知識・技術を形成する学士課程レベルの科目です。【 群科目】

総合的な能力を形成する学士課程レベルの科目です。【 群科目】

「高度の専門的知識･技術を形成する学士課程レベルの科目【 群科目】」のうち、

４年または６年間の学士課程において学修した成果を把握・測定する科目です。

※卒業論文や総合演習などの科目 ｱｾｽﾒﾝﾄ・ﾎﾟﾘｼｰで掲げた科目など

③授業形態コード

開講科目の授業形態を数字２文字で表しています。１つの開講科目に講義と実験の形態

がある場合は「 」として表します。

講義 演習 実験

実習・実技 その他

④学問分野コード

健康科学部における学問分野等を英字 文字で表しています。

基礎科目 医用工学概論

専門基礎科目 血液検査学

専門科目 病理検査学

基礎看護学科目 尿・糞便等一般検査学

成人看護学科目 生化学検査学

老年看護学科目 免疫検査学

小児看護学科目 遺伝子関連・染色体検査学

母性看護学科目 輸血・移植検査学

精神看護学科目 微生物検査学

在宅看護学科目 生理検査学

看護の統合と実践科目 臨床検査総合管理学

看護学科：公衆衛生看護学科目

医療検査学科：公衆衛生学

医療安全管理学

病態学 臨地実習
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⑤科目分類コード

年間を通じた教育課程全体の中で各授業科目は、どのように配置されているのか、そ

の分類を数字 文字で表しています。

【看護】まちづくりや地域で暮らす人々の理解

【検査】豊かな人間性と高い倫理観を兼ね備えた人材の育成

【看護】豊かな人間性と深く幅広い教養

【検査】グローバル社会に適応できる人材の育成

【看護】人々の価値観の理解と高い倫理観

【検査】情報処理能力、データサイエンス、医療 の基礎知識の習得

【看護】科学的根拠に基づいた臨床判断能力

【検査】職業意識の醸成

【看護】研究的視点と 等の活用

【検査】地域医療と在宅医療

【看護】看護専門職としてのチーム医療の推進

【検査】多職種連携とチーム医療の実践

課題解決能力の修得 ※医療検査学科のみ

実実務務経経験験ののああるる教教員員

担当者氏名横に付されている※は、当該授業科目に関連する実務経験のある教員を表し

ます。

北北里里大大学学ににおおけけるる 制制度度【【健健康康科科学学部部】】

＜北里大学における 制度について＞

対象科目の原成績（ 点～ 点）を、以下の計算式による 指数（以降「 」）に変換し、各対象

科目の に対象科目の単位数を乗じ、その総和を対象科目の単位数の総和で除した値を として算

出します。

の対象となる科目は、必修科目及び選択科目とし、自由選択科目は対象外とします。なお、不可科

目も含み、再履修科目は最終評価を基に計算します。

＜計算式＞

(GP×修得単位数 の総和

総履修登録単位数 「不可」の単位数を含む。

＝（ － ）／ ただし、 ＜ は ＝ とする

※ 指数、 原成績（得点）

ただし、上記の計算式で計算しますが、他の一般的な 制度（秀・優・良・可などの評価（レター

グレード）から に換算）の範囲は ～ であるため、通用性に配慮し 「 」以上の値を一律

「 」に、「 以上 以下」の値を一律「 」にした を用いて計算します。

＜ 値に基づく学修指導について＞

成績不良による留年の場合は、 値に基づき、学修指導（＊）が行われる場合があります。下記によ

り学修指導が行われ、過年度からの度重なる学修指導にも関わらず改善が見られない場合には、退学勧

告が行われることがあります。

なお、 制度はあくまでも学生の皆さんの学修意欲向上を目的としているため、むやみに退学勧告

が行われることはありません。

※ 値が低くなる原因として、「履修単位数」と「修得単位数」に開きがある場合があります。

値が低い場合は、履修単位数が多いために充分な自学自習の時間がとれていないことが考えら

れますので、大学における学修への臨み方を含めて指導が行われます。

＜ 基準値＞

年次

累積

指導内容（成績不良による留年の場合で、累積 値が 基準値を下回った場合）

１回 本人とクラス担任との面談が行われ成績不振に対する学修指導が実施される。

２回 本人とクラス担任との面談が行われ成績不振に対する学修指導が実施され、保証人への通知が

行われる。

３回 退学勧告（本人・保証人と学科長との面談を実施し、退学するか学修を継続するか本人が選択）
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